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 平成２６年度 授業力ブラッシュアップ研修会 小学校国語科部会           

  

                        第５学年国語科学習指導案 

                         日 時 平成２６年１１月１８日（火）４校時 

場 所 一関市立黄海小学校 

                         児童数 男子６名 女子９名 計１５名 

                         指導者 大 竹  牧 子 

 

１ 単元名   グラフや表を引用して、くらしについて意見文を書こう。 

   主要教材 「天気を予想する」、「グラフや表を引用して書こう」 

    補助教材 「毎日小学生新聞」、「社会科副読本 わたしたちの一関」、「５年社会科資料集」、 

       「イルカのねむりかた」、「教師自作意見文のモデル」 他 

 

２ 単元を貫く言語活動とその特徴 

   単元を通して付けたい力は、「目的に応じて文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえたり、事  

実と感想、意見などとの関係を押さえ、自分の考えを明確にしながら読んだりすること。」（Ｃ(1)

ウ）と、「引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書くこと。」

(Ｂ(1)エ)である。そこで、単元を貫く言語活動として、「グラフや表などを引用することのよさを

理解し、くらしについての意見文を書くこと。」（B(２)イ)を位置付けた。これは、自分の意見を

相手に分かりやすく伝えるために、自分が主張したいことに合う表やグラフなどを用いて意見文を

書く活動であり、付けたい力を付けるのにふさわしい活動だと言える。                              

３ 単元について 

（１）児童について 

   児童はこれまで、４年「アップとルーズで伝える」の学習で写真と文章を関連させながら筆者の

説明の工夫を学んだ。また、仕事紹介文を写真を効果的に使いながら書く活動を行ってきた。５年

１学期の「新聞を読もう」では、伝えたい内容によって見出しの文言や写真の取り上げ方が違うこ

とを学び、「見立てる」「生き物は円柱形」では、要旨をとらえながら筆者の意図について自分の

考えをもつ言語活動を行ってきた。 

  これらの学習を通して、図表やグラフ・写真を使うことは分かりやすいと感じてはいる。しか  

し、自分の意見に説得力をもたせるために活用することは行っていない。また、筆者の意図に対  

して自分の考えをもって発表する活動に抵抗を感じている児童もいる。 

 

（２）単元構成について 

  本単元で育成したい言語能力は、「自分の意見を読み手に伝えるための書き手の表現の  

工夫について、自分の考えを明確にしながら読む能力」と、「自分の考えが伝わるように、  

効果的に資料を用いて意見文を書く能力」である。 

  その能力を育てるために、読むこと「天気を予想する」と書くこと「グラフや表を用い  

て意見文を書こう」を合わせた複合単元として単元を構成する。複合単元にすることで言   

語活動である「グラフや表などの資料を用いて意見文を書く」ことを常に意識しながら、  

「表現の工夫を読む」という目的を明確にして教材文「天気を予想する」を読むことがで   

きると考えた。 

 

（３）指導について 

  本単元では、児童が目的を明確にして教材文を読み、資料を活用して説得力のある意見  

文を書くことができるよう、次の点に留意して指導を進めていきたい。 

  第１次では、社会科で学習した食料生産をもとにした教師自作の「くらしやすさ」につ  

いての意見文のモデルを提示し、単元のゴールの見通しをもたせる。また、グループで今   

のくらしについて話し合わせ、学習への動機付けや意欲付けを図る。さらに、くらしにつ  

いての自分の意見をもたせたうえで、それに必要な資料を探し始めることを確認する。  
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  第２次では、説得力のある意見文を書くために、表現の工夫を読むという目的意識を明  

確にもたせる。筆者の表現の工夫としておさえたいのは、①尾括型の文章構成②問いを重   

ねる論の進め方③図表やグラフなどの活用の３つである。文章構成や論の進め方について   

は、既習の説明文と比べて読むことで、本教材の文章構成や論の進め方の意図や効果につ   

いて考えさせたい。また、図表やグラフなどの活用については、身近な新聞や教科書・資料

集等を補助教材としながら意図や効果について考えさせていく。さらに、第３次で書く意見

文に表現の工夫を取り入れることを意識させるために、学んだことをモデル文で確認しなが

ら進めていく。 

  第３次では、学んだことを生かし、効果的に図・表・グラフ・写真を引用しながら、説得

力のある意見文を書かせたい。 

 

４ 単元の目標 

 ◎表現の工夫に興味をもって読もうとしたり、資料を活用して説得力のある意見文を書こ

うとしたりすることができる。【関・意・態】 

 ◎引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように意見文を書

くことができる。【Ｂ(1)エ】 

 ◎文章構成や論の進め方、図表やグラフなどの意図や効果について自分の考えを明確に  

   しながら読むことができる。【Ｃ(1)ウ】 

 ◎文や文章にはいろいろな構成があることについて理解することができる。 

  【伝(1)イ(ｷ)】 

 

５ 単元の評価規準 

国語への 

関心・意欲・態度 

書く能力 

 

読む能力 

 

言語についての 

知識・理解・技能 

○表現の工夫に興味をも

って読もうとしたり、資

料を活用して説得力のあ

る意見文を書こうとした

りしている。 

○自分の考えの根拠とな

る事実を表す図表やグラ

フなどを用いて、自分の意

見が説得力をもって伝わ

るように書いている。 

○文章構成や論の進め方、

図表やグラフなどを用い

た意図や効果について、自

分の考えを明確にしなが

ら読んでいる。 

○文や文章には

いろいろな構成

があることにつ

いて理解してい

る。 

 

６ 単元計画（全１０時間扱い） 

次 

 

時

間 

主な学習活動
 

 

指導上の留意点
 

 

評価
 

 

 

 

 

 

第

１

次 

(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１

・ 

２ 

 

 

 

 

 

 

１ 学習内容をつかみ、学習計画

 を立てる。 

・意見文のモデルを読み、意見文

 について気付いたことを話し合

 う。（構成・引用） 

・「くらしやすさ」「くらしにく

さ」について、グループで話し

合い、自分の考えや根拠を簡単

にまとめる。 

・「天気を予想する」を読み、気

付いたことを交流し、学習計画

を立てる。 

・新出漢字等を確認する。 

 

 

 

・子ども達に興味関心をもたせ

 るために、社会科で学習した

 内容を基にしたモデル文を提

 示する。 

 

・既習教材「イルカのねむりか

 た」やモデル文を振り返り、

 「天気を予想する」との構成

 の違いや問いの数等に気付か

 せる。 

 

 

 

 

 

 

【関】表現の工夫を読

むことに興味をもち、

学習計画作りに意欲

的に取り組もうとし

ている。 

(ワークシート・発表) 
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第

２

次 

(4) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

２  「天気を予想する」を読み、

 文章の構成について考える。 

 （工夫①） 

・文章構成の意図や効果について

 自分の考えをもつ。 

・自分の意見文に生かすことを考

 える。 

 

・既習教材「イルカのねむりか

 た」を基に尾括型の構成につ

 いて確認する。 

・モデル文と比べながら尾括型

 と双括型のちがいやそれぞれ

 のよさについて考えさせる。 

 

 

【読】【言】尾括型の

構成の意図や効果に

ついて自分の考えを

明確にしながら読ん

でいる。 

（ワークシート） 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

３ 「天気を予想する」を読み、

 論の進め方について考える。 

 （工夫②） 

・論の進め方の意図や効果につい

 て自分の考えをもつ。 

・自分の意見文に生かすことを考

 える。 

・既習教材「イルカのねむり」

 との比較により、３つの問い

 と答えで説明されていること

 のよさと筆者の意図について

 考えさせる。  

 

 

【読】３つの問いを重

ねる論の進め方の意

図や効果について自

分の考えを明確にし

ながら読んでいる。 

（ノート・発表） 

 

５ 

 

 

本

時 

 

 

 

 

４ 「天気を予想する」を読み、

 図表やグラフ・写真などの資料

 について考える。（工夫③）    

・図表やグラフ・写真を用いた意

 図や効果について自分の考えを

 もつ。 

・自分の意見文に生かすことを考

 える。 

              

・図表やグラフ・写真を分類さ

 せたり、対応した文章を探さ

 せたりして、資料を用いるこ

 との意図や効果について考え

 させる。 

・モデル文に使用する写真につ

 いて考えさせることで、効果

 的な資料の活用について確認

 させる。 

【読】図表やグラフ・

写真と文章を対応さ

せながら、資料を用い

ることの意図や効果

について自分の考え

を明確にしながら読

んでいる。 

(ワークシート・発表) 

 

６ 

 

 

 

 

 

 

５ 意見文の構成要素と図表やグ

 ラフ・写真を用いることの効果

 についてまとめる。 

・意見文の構成要素や効果につい

 て話し合う。 

・新聞などを読み、図表やグラフ

 写真の効果について話し合う。 

・モデル文をもとに意見文の構

 成要素について確認させる。 

・新聞や社会科資料集を提示す

 ることで、身近なものにも資

 料を効果的に活用しているも

 のがあることに気付かせる。 

 

【読】資料を用いるこ

との意図や効果につ

いて自分の考えを明

確にしながら、新聞な

どを読んでいる。（ノ

ート） 

 

 

 

 

 

 

 

第 

３

次 

(4) 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

６ 自分の意見文に必要な資料を

 確認する。  

・自分の考えを整理し、必要な資

 料を確かめる。 

 

・例文や教科書を参考に、自分

 の意見を整理させる。 

・２次で学習したことを想起さ

 せ、自分の考えに必要な資料

 について考えさせる。       

【書】自分の考えを明

確にしたり、必要な資

料を整理したりてい

る。 

（ワークシート） 

８ 

・

９ 

 

７ 自分の意見文に必要な資料を

 引用しながら、意見文を書く。 

・序論、本論、結論に分けながら

 意見文を書く。 

・自分の考えに説得力をもたせ

 る工夫について確認しながら

 意見文を書かせる。 

 

【書】資料を効果的に

使いながら、意見文を

書いている。 

（ワークシート） 

1

0 

 

 

 

 

８  意見交流会を行う。  

・意見文をお互いに読み合い、友

 達の考えや書き方について交流

 し合う。 

 

・グループ内で意見文を読み合

 い、文章構成や資料の効果的

 な使い方を評価し合う。 

・説得力のある意見文を全体の

 場で紹介する。 

【関】優れたところを

見つけながら、友達の

意見文を進んで読も

うとしている。 

（ノート、発表） 
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７ 本時の指導（５／１０） 

（１）本時の目標 

      ・筆者が図表やグラフ・写真を用いた意図や効果を考えることができる。 

（２）評価規準 

Ｂ おおむね満足 Ｃ 支援を要する児童への手立て 

 図表やグラフ・写真と文章を対応させながら

、資料を用いることの意図や効果について自分

の考えを明確にしながら読んでいる。 

  表・写真・図・グラフと関わりのある

文章を一緒に確認しながら、意図や効果

について考えさせる。 

 

（３）展開 

 学習活動 教師の支援と留意点（・）評価（◇） 

 

 

 つ 

 か 

 む 

 

 ５ 

 分 

 

１ 前時を想起する。 

   ・論の進め方の意図や効果を確認する。 

 

２ 課題を把握する。 

 

                            

・前時の学習で、児童がまとめたものを発表さ

 せる。  

・単元のゴールを確認し、本時の学習課題を解

 決する目的を明確にもたせる。 

・「資料の分類→よさ→意図」の順番で学習す

 ることを確認し、学習の見通しをもたせる。

                            

 

 

 

 

 説明の仕方の工夫③ 

 筆者が表・グラフ・写真・図を用いた意

図を考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

深 

め 

る 

 

 

 

２

５

 

分 

 

３ 学習課題を解決する。 

（１）資料を用いて説明することのよさにつ

  いて考える。 

  ・資料を表・グラフ・写真・図の４種類に

   分類する。 

   ・それぞれのよさについて考え、話し合う 

 

 

 

（２）資料を用いて説明した筆者の意図を考

  える。 

   ・雲の写真を用いた意図を考える。 

  ・資料を用いて説明した筆者の意図につい

   て考える。 

 

・８つの資料を提示し、表・写真・図・グラフ

 に分類させる。 

・資料と文を対応させながらよさについて考え

 させるため、まず、資料がどの文と対応して

 いるのかを考えさせる。                  

 

◇資料の効果について、自分の考えをもつこと

 ができたか。（ワークシート・発言） 

                            

・写真の中で雲の写真だけ他の写真とちがう使

 われ方をしていることに気付かせる。      

 

 

ま 

と 

め 

る 

 

 

１

５ 

分 

 

 

 

 

４ 学習をまとめる。 

（１）図表や写真を使うことの効果や筆者の

  意図についてまとめる。   

                            

◇筆者が資料を用いながら説明した意図につ 

いて、自分の考えをもち、まとめることがで 

きたか。（ワークシート・発言） 

 

・可能なら、本時で学習したことを自分の意見 

  文にどう生かすかまで書くよう指示する。 

 

・２つの写真を提示し、どちらの写真が適切か

 考えさせる。 

 

・本時の学習で、分かったことなどを記述させ

 る。 

 

 

 

 

 

 筆者は、読者に文章の内容や自分の考

えを分かってもらうために文章に説得力

をもたせたいと考えて、表・グラフ・写

真・図を用いた。 

 

 

 

 

 

（２）モデル文にどのような写真を用いたら

  よいか考える。 

 

５ 本時の学習を振り返り、次時の学習を確

 認する。 
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（４）板書計画 

 



 


